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 事業概要 

本事業では, CFD のフライトエンベロープ全域予測を⽬指して航空機のバフェット現象解明に向け
た⾮定常流体解析に関する研究を実施している. 

 
 

 JSS2 利用の理由 

航空機周りのバフェット現象のような, ⾼レイノルズ数で剥離を伴う⾮定常現象を精度良く予測す
るには, ⼤規模な計算資源が必要である. 

 

 今年度の成果 

低速バフェット予測を⽬的として格⼦ボルツマン法による⼤規模⾮定常流体解析コードの開発を実
施しており, 検証として⾼揚⼒装置の 30P30N を対象として空⼒⾳響解析を実施した. その結果, 衝
突項に Cascaded LBM を⽤いた現在の⼿法でスラット端部から発⽣する⾼周波⾳や, スラットカスプ
からのせん断層発達に起因する NBPs を良好に予測出来ることが分かった. 

 

フルフライトエンベロープの予測を目指した非定常流体解析に関する研究 
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図 1: 瞬時場の可視化図 

 
 

 
図 2: PSD データ取得位置 
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図 3: S10 ポート位置における PSD データの⽐較 

 
 

 成果の公表 

なし 
 

 JSS2 利用状況 

 計算情報 
 

 

 利⽤量 

総資源に占める利⽤割合※1 (%)：3.93 
     
    内訳 

計算資源 
計算システム名 コア時間(コア・h) 資源の利⽤割合※2 (%) 

SORA-MA 36,045,506.81 4.41 
SORA-PP 80,535.07 0.64 
SORA-LM 15,170.53 7.07 
SORA-TPP 0.00 0.00 

 
ファイルシステム資源 

ファイルシステム名 ストレージ割当量(GiB) 資源の利⽤割合※2 (%) 
/home 365.36 0.38 
/data 31,804.31 0.56 
/ltmp 7,632.64 0.65 

プロセス並列⼿法 MPI 
スレッド並列⼿法 OpenMP 
プロセス並列数 32 - 256 
１ケースあたりの経過時間 100 時間 
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アーカイバ資源 

アーカイバシステム名 利⽤量(TiB) 資源の利⽤割合※2 (%) 
J-SPACE 3.02 0.11 

 
※1 総資源に占める利⽤割合：3 つの資源(計算,ファイルシステム,アーカイバ)の利⽤割合の加重平均 
※2 資源の利⽤割合：対象資源⼀年間の総利⽤量に対する利⽤割合 
 

This document is provided by JAXA.


